
さまざまな女性の活動団体の「大同団結」によって

当時としては画期的な、被災女性への大規模な支援が行われました。

その後、彼女たちはどうなっていったのか…。

そして、私たちが学び・受け継ぐものは何なのか。

ジェンダー視点で関東大震災を「再読」します。

大正時代の生活や社会状況がわかるように注をつけ、当時のことがわからなくても理解しやすいよ

うに工夫。高校生からの歴史・社会科系の副読本としても活用できます。【裏・目次】
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